
























































































       year(r2.timestamp),month(r2.timestamp)
       ,avg(TIMESTAMPDIFF(hour,r1.timestamp,r2.timestamp))
from rels as r1
















ルの深度＋ 1 で…level…を更新する（図 5）。これを、level…の更新が起きなくなるまで繰り返した。
再帰的に…level…を更新することも検討したが、データ件数が多いことから、計算負荷が大きく
なることが予想され、今回は原始的な手法によった。
update rels as r2
       inner join rels as r1 on r1.mid = r2.re




深のツリー深度を図 7 に示す。図 6 の返信までの所要時間に比較すると、安定した指標となっ
ていることが観察できる。
　一方で、最深深度だけでは、他の人がやり取りした後に 1 通だけメールを送るような行動と、
そのツリーで頻繁にメールをやり取りした行動が同じ評価となる点が課題である。
図 6：メール返信に要した平均時間（日）　　　図 7：送信メールの最深ツリー深度
4．考察と課題
　今年度は、匿名化されたメールの送受信履歴データだけを用いて、指標の候補を算出するこ
とができた。メール返信所要時間は、送信者の状況によって変動が大きいため、指標としては
有効でないことが示唆された。また、メールツリーの深度については、単に最深深度を採るの
ではなく、ツリーの中での議論への貢献度を反映する指標を検討する必要がある。
　今回、教員のデータのみを使用して指標の検討を行ったが、今後、学生本人の許諾を得た上
で、学生のデータに基づいた分析を行っていく。
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